




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ゲオルク　→　（ルツェルン市民系）    
（Georg）1528年没 
フェーリクス 
（Felix）Rheintal代官 
レオポルト 
ハインリヒ（聖堂参事会員）→（ベルン市民系） 
バルバラ 
（Barbara） 
オイフロシーナ  
（Euphrosine） 
コンラート 
（Konrad）1526年没 
ヤーコプ
（Jakob） 
1526年刑死 
アガタ 
マルタ（ケラー） 
ハンス 
（Hans） 
ハインリヒ
（Heinrich） 
ハインリヒ・エンゲルハルト
（Heinrich Engelhart）1550年没 
コンラート・エンゲルハルト
（Konrad Engelhart）1524年没、Kyburg代官 
アンドレアス 
（Andreas） 
マルタ 
（Martha） 
ドロテア 
（Dorothea） 
② 
（Wirtz） 
① 
♀ 
　♀ 
（Engelhart） 
多
く
い
た
5
。
コ
ン
ラ
ー
ト
の
四
代
前
に
す
で
に
グ
レ
ー
ベ
ル
家
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
お
い
て
確
固
た
る
地
歩
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
代
の
ヨ
ハ
ネ
ス
も
父
親
同
様
に
一
四
二
八
―
四
四
年
の
間
ラ
ー
ツ
ヘ
ル
を
し
、
没
年
に
は
「
マ
イ
ゼ
」
の
ツ
ン
フ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
6
。
当
時
の
の
都
市
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
政
治
体
制
は
ツ
ン
フ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
寡
頭
政
だ
っ
た
の
で
、
同
じ
市
参
事
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
、
ラ
ー
ツ
ヘ
ル
よ
り
ツ
ン
フ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
の
方
が
権
力
を
持
っ
て
い
た
7
。
し
か
し
、
彼
は
古
チ
ュ
ー
リ
ヒ
戦
争
中
の
ヴ
ォ
レ
ラ
ウ
の
戦
い
で
戦
死
し
て
い
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
の
子
供
ハ
ン
ス
も
一
四
五
五
―
七
二
年
に
「
マ
イ
ゼ
」
の
ラ
ー
ツ
ヘ
ル
、
次
い
で
一
四
七
三
―
八
五
年
に
ツ
ン
フ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
、市
政
に
関
与
し
、
各
地
の
代
官
職
も
経
験
し
て
い
る
。
弟
の
ウ
ル
リ
ヒ
は
兄
の
死
後
に
兄
を
継
い
で
一
四
八
六
―
八
九
年
に
ツ
ン
フ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
ヴ
ァ
ル
ト
マ
ン
に
近
い
立
場
に
立
ち
、ヴ
ァ
ル
ト
マ
ン
事
件
の
と
き
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
か
ら
逃
亡
し
た
。
後
に
許
さ
れ
て
、
一
四
九
〇
年
に
「
マ
イ
ゼ
」
の
一
二
人
衆
（
拡
大
市
参
事
会
員
）、
九
二
年
に
ツ
ン
フ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
に
復
帰
し
、
九
五
年
の
没
年
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
8
。ウ
ル
リ
ヒ
の
子
で
、
コ
ン
ラ
ー
ト
の
父
に
あ
た
る
ヤ
ー
コ
プ
は
、
鉄
商
人
と
し
て
「
マ
イ
ゼ
」
に
属
し
、
一
四
九
四
年
に
一
二
人
衆
と
な
り
、
一
四
九
九
―
一
五
一
二
年
の
間
グ
リ
ュ
ニ
ン
ゲ
ン
の
代
官
職
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
五
一
二
―
二
六
年
の
間
コ
ン
ス
タ
ー
フ
ェ
ル
（
都
市
貴
族
団
体
）
か
ら
選
出
さ
れ
た
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
ー
ル
・
ラ
ー
ト
の
ラ
ー
ツ
ヘ
ル
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
年
金
授
受
の
嫌
疑
で
処
刑
さ
れ
て
い
る
9
。
一
方
、
従
弟
の
ゲ
オ
ル
ク
は
一
四
八
五
年
に
コ
ン
ス
タ
ー
フ
ェ
ル
の
一
八
人
衆
（
拡
大
市
参
事
会
の
メ
ン
バ
ー
）
と
な
り
、
一
四
九
九
―
一
五
〇
九
年
に
は
コ
ン
ス
タ
ー
フ
ェ
ル
自
由
選
出
の
ナ
タ
ー
ル
・
ラ
ー
ト
の
ラ
ー
ツ
ヘ
ル
に
な
っ
て
い
る
0
。
彼
は
各
地
の
代
官
職
に
就
く
が
、
騎
士
身
分
を
獲
得
し
て
い
た
弟
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
が
市
参
事
会
職
を
引
き
継
ぎ
、
一
五
一
〇
―
二
六
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
職
に
あ
っ
た
!
。
一
族
か
ら
二
人
の
ラ
ー
ツ
ヘ
ル
を
同
時
に
出
し
て
お
り
、
グ
レ
ー
ベ
ル
家
の
存
在
は
都
市
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
政
治
に
と
っ
て
大
き
な
も
の
だ
っ
た
。
特
に
、
ヤ
ー
コ
プ
は
重
要
案
件
を
審
理
す
る
専
門
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
し
ば
し
ば
選
ば
れ
て
い
る
。
一
五
一
九
―
一
五
二
六
年
の
八
年
間
に
八
八
回
選
ば
れ
、
当
時
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
中
で
は
四
番
目
の
多
さ
で
あ
る
。
し
か
も
五
四
回
は
外
交
に
関
す
る
案
件
に
関
与
し
て
い
る
@
。
コ
ン
ラ
ー
ト
は
こ
の
ヤ
ー
コ
プ
の
長
男
に
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、コ
ン
ラ
ー
ト
の
大
叔
母
の
子
で
あ
る
コ
ン
ラ
ー
ト
・
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
は
、
一
五
〇
五
―
〇
七
年
に
「
マ
イ
ゼ
」
の
ツ
ン
フ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
、
一
五
一
四
―
一
六
年
に
「
マ
イ
ゼ
」
自
由
選
出
の
ラ
ー
ツ
ヘ
ル
を
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
外
国
派
兵
軍
の
指
揮
官
の
功
績
で
、
一
五
一
七
年
か
ら
没
年
の
一
五
二
四
年
ま
で
キ
ー
ブ
ル
ク
の
代
官
職
に
就
い
て
い
る
#
。
そ
の
兄
に
当
た
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
聖
堂
参
事
会
員
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
職
を
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
に
譲
っ
た
あ
と
に
、
フ
ラ
ウ
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
司
牧
司
祭
と
な
っ
て
、
宗
教
改
革
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
こ
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
以
外
に
も
グ
レ
ー
ベ
ル
の
家
系
に
は
多
く
の
有
力
聖
職
者
が
い
る
。
コ
ン
ラ
ー
ト
の
従
兄
弟
叔
父
（
父
ヤ
ー
コ
プ
の
従
兄
弟
）
に
あ
た
る
ペ
ー
タ
ー
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
も
い
る
が
、
ペ
ー
タ
ー
は
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
改
革
の
熱
心
な
反
対
者
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
二
　
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
レ
ー
ベ
ル
の
教
育
環
境
コ
ン
ラ
ー
ト
は
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
都
市
有
力
家
系
の
ま
さ
に
御
曹
司
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
父
ヤ
ー
コ
プ
も
コ
ン
ラ
ー
ト
に
当
時
望
み
う
る
最
高
の
教
育
を
授
け
よ
う
と
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
ラ
テ
ン
語
学
校
を
修
了
し
て
か
ら
、
一
五
一
四
年
一
〇
月
に
バ
ー
ゼ
ル
大
学
に
学
籍
登
録
を
し
た
。
同
じ
年
スイス人文主義の一側面
45
の
八
月
末
に
人
文
主
義
の
王
者
と
い
わ
れ
る
エ
ラ
ス
ム
ス
が
初
め
て
バ
ー
ゼ
ル
に
居
を
構
え
て
い
る
。
エ
ラ
ス
ム
ス
は
バ
ー
ゼ
ル
大
学
の
一
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
を
慕
っ
て
多
く
の
人
文
主
義
を
学
ぼ
う
と
す
る
人
々
が
バ
ー
ゼ
ル
に
集
ま
っ
て
く
る
。
グ
レ
ー
ベ
ル
は
ス
イ
ス
人
に
評
判
の
高
か
っ
た
若
き
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
$
（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
グ
ラ
レ
ア
ン
）
の
学
寮
に
学
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
グ
レ
ー
ベ
ル
は
古
典
的
な
ラ
テ
ン
語
法
の
手
引
き
を
受
け
、自
由
七
科
の
勉
強
に
も
取
り
か
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
エ
ラ
ス
ム
ス
は
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
両
者
に
は
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、
グ
レ
ー
ベ
ル
も
エ
ラ
ス
ム
ス
の
人
文
主
義
運
動
の
な
ん
た
る
か
を
知
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
一
五
一
五
年
の
冬
学
期
の
終
わ
り
に
、
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
は
学
寮
を
閉
じ
、
イ
タ
リ
ア
（
パ
ヴ
ィ
ア
）
へ
赴
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
グ
レ
ー
ベ
ル
は
ス
イ
ス
の
友
人
と
と
も
に
一
五
一
五
年
の
夏
（
七
月
四
日
）
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
転
学
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
は
こ
の
頃
一
方
の
人
文
主
義
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
を
中
心
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
人
文
主
義
と
異
な
り
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
古
典
を
紹
介
し
て
い
た
。
特
に
歴
史
や
地
理
に
比
重
を
置
き
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
エ
ラ
ス
ム
ス
と
は
異
な
り
愛
国
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
お
け
る
人
文
主
義
運
動
の
展
開
は
「
大
人
文
主
義
者
」
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ラ
ー
ト
・
チ
ェ
ル
テ
ィ
ス
（
一
四
五
九
―
一
五
〇
八
年
）
の
力
に
負
う
て
い
る
。
彼
は
一
四
八
七
年
に
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
に
よ
っ
て
桂
冠
詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
一
四
九
七
年
に
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
に
招
か
れ
た
。
一
五
〇
〇
年
に
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
『
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
を
出
版
し
、
愛
国
的
人
文
主
義
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
一
五
〇
八
年
に
チ
ェ
ル
テ
ィ
ス
が
没
し
た
あ
と
を
受
け
て
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
人
文
主
義
運
動
を
指
導
し
た
人
物
は
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
（
一
四
八
四
？
―
一
五
五
一
）
で
あ
っ
た
%
。
一
五
一
二
年
に
彼
は
哲
学
・
詩
学
教
授
、
一
四
年
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
よ
り
桂
冠
詩
人
に
叙
せ
ら
れ
、
一
六
年
ウ
ィ
ー
ン
大
学
学
長
に
な
っ
た
。
そ
の
後
医
学
を
志
し
、
医
者
に
な
っ
て
一
五
一
八
年
に
故
郷
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
に
帰
っ
た
。
市
参
事
会
員
、
市
長
を
歴
任
し
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
の
宗
教
改
革
導
入
に
貢
献
し
た
。
グ
レ
ー
ベ
ル
は
こ
の
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
学
寮
に
入
り
、
人
文
主
義
の
勉
強
を
始
め
て
い
る
。
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
も
と
に
は
二
〇
名
を
越
え
る
ス
イ
ス
人
学
生
が
集
ま
り
、
グ
レ
ー
ベ
ル
を
中
心
と
し
た
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
と
も
親
し
い
八
―
九
名
の
学
生
が
い
た
^
。
グ
レ
ー
ベ
ル
が
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
に
宛
て
た
第
一
の
手
紙
に
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
時
代
の
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
は
医
学
の
学
位
を
取
ろ
う
と
格
闘
し
て
お
り
、
み
ず
か
ら
の
勉
強
に
忙
し
か
っ
た
ら
し
く
、
グ
レ
ー
ベ
ル
は
教
師
と
し
て
は
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
よ
り
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
み
ず
か
ら
の
勉
強
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
吐
露
し
て
い
る
。
第
二
の
手
紙
に
は
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
怪
我
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
学
生
決
闘
の
結
果
と
見
ら
れ
て
い
る
。
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
治
下
の
ウ
ィ
ー
ン
は
政
治
・
経
済
の
中
心
で
も
あ
り
、
社
会
生
活
は
華
美
・
軽
佻
に
走
り
、
若
い
グ
レ
ー
ベ
ル
が
勉
学
に
励
む
妨
げ
に
満
ち
て
い
た
ら
し
い
。
酒
と
女
の
誘
惑
に
も
欠
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
ベ
ン
ダ
ー
は
グ
レ
ー
ベ
ル
伝
で
次
の
よ
う
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
の
生
活
を
総
括
し
て
い
る
。「
彼
が
一
九
歳
か
二
〇
歳
で
ウ
ィ
ー
ン
を
離
れ
る
と
き
に
は
、
教
養
を
身
に
つ
け
、
有
能
で
魅
力
的
、
個
性
は
強
い
が
、
気
心
の
通
じ
る
青
年
人
文
学
者
と
な
っ
て
お
り
、
古
代
の
古
典
と
地
理
学
に
お
い
て
意
義
あ
る
業
績
と
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
べ
き
前
途
の
有
望
さ
と
を
備
え
て
い
た
」
と
&
。
い
さ
さ
か
身
贔
屓
な
総
括
で
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
、
放
蕩
無
頼
の
堕
落
し
き
っ
た
学
生
と
見
る
こ
と
も
正
し
く
な
い
。
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
が
『
ポ
ム
ポ
ニ
ウ
ス
・
メ
ラ
の
注
釈
』（
初
版
、
ウ
ィ
ー
ン
）
を
一
五
一
八
年
出
版
し
た
と
き
に
、
そ
の
書
物
の
最
後
で
、
グ
レ
ー
ベ
ル
に
対
す
る
賛
辞
の
言
葉
を
書
い
て
、「
も
っ
と
も
輝
か
し
い
才
能
を
持
つ
青
年
へ
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
*
。
ま
た
46
『
ポ
ム
ポ
ニ
ウ
ス
・
メ
ラ
の
注
釈
』
の
再
版
（
一
五
二
二
年
、
バ
ー
ゼ
ル
）
で
も
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
は
グ
レ
ー
ベ
ル
を
「
優
れ
た
才
能
を
持
つ
高
潔
な
青
年
」
と
書
い
て
い
る
(
。
彼
が
教
師
か
ら
嘱
望
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ウ
ィ
ー
ン
留
学
は
三
年
で
終
止
符
が
打
た
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
へ
の
第
二
の
手
紙
か
ら
類
推
で
き
る
。
そ
れ
ほ
ど
勉
強
せ
ず
、
成
果
を
あ
げ
て
い
な
い
息
子
を
父
親
が
帰
国
さ
せ
た
ら
し
い
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
戻
っ
た
グ
レ
ー
ベ
ル
は
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
、
ミ
コ
ニ
ウ
ス
、
い
わ
ば
ス
イ
ス
在
住
人
文
主
義
者
の
三
大
巨
頭
を
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
招
こ
う
と
し
て
い
る
。
結
局
は
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
は
来
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
年
（
一
五
一
八
年
）
の
八
月
に
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
、
ミ
コ
ニ
ウ
ス
、
グ
レ
ー
ベ
ル
の
三
人
は
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
司
祭
に
伴
わ
れ
て
、
ピ
ラ
ー
ト
ゥ
ス
山
に
登
頂
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
は
こ
の
登
山
に
つ
い
て
『
ポ
ム
ポ
ニ
ウ
ス
・
メ
ラ
の
注
釈
』
再
版
の
中
で
報
告
し
て
い
る
が
)
、
彼
の
地
理
学
的
関
心
か
ら
出
た
行
動
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
一
六
世
紀
初
頭
の
登
山
は
ア
ル
プ
ス
登
山
史
に
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
登
山
後
グ
レ
ー
ベ
ル
は
バ
ー
デ
ン
に
湯
治
に
出
か
け
、
九
月
二
〇
日
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
戻
り
、
そ
の
後
直
ち
に
パ
リ
留
学
に
赴
く
。
こ
の
間
の
事
情
は
九
月
二
六
日
の
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
宛
の
手
紙
で
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
手
紙
で
は
、
グ
レ
ー
ベ
ル
は
自
分
の
妹
を
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
嫁
に
す
る
画
策
を
し
て
い
る
様
子
も
分
か
る
。
す
で
に
七
月
二
三
日
の
手
紙
で
も
自
分
の
所
に
結
婚
適
齢
期
の
妹
が
い
る
こ
と
を
書
い
て
お
り
、
一
〇
月
二
六
日
の
パ
リ
か
ら
の
手
紙
で
も
妹
の
結
婚
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
当
時
の
都
市
貴
族
間
の
結
婚
関
係
が
読
み
取
れ
る
手
紙
で
も
あ
る
。
一
方
、
パ
リ
か
ら
の
手
紙
は
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
の
学
寮
の
様
子
、
フ
ラ
ン
ス
人
文
主
義
者
の
ビ
ュ
デ
と
の
交
流
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
グ
レ
ー
ベ
ル
は
あ
こ
が
れ
の
人
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
の
も
と
で
勉
学
を
始
め
た
も
の
の
、
翌
年
に
は
生
活
上
の
問
題
か
ら
対
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
学
寮
を
去
る
こ
と
に
な
る
。
パ
リ
で
の
生
活
は
か
な
り
荒
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
様
子
を
知
る
に
は
そ
の
後
の
手
紙
を
克
明
に
読
む
必
要
が
あ
る
。
終
わ
り
に
あ
た
っ
て
翻
訳
に
は
、
ハ
ル
ダ
ー
の
英
訳
を
参
照
し
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
手
紙
は
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
古
典
を
理
解
し
て
い
な
い
と
分
か
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
特
に
ハ
ル
ダ
ー
の
訳
注
に
は
大
変
に
助
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
代
の
文
体
の
特
徴
に
は
表
現
が
誇
張
さ
れ
、
繰
り
返
し
が
多
い
。
特
に
相
手
を
称
賛
す
る
場
合
が
そ
う
で
あ
る
が
、
日
本
語
と
し
て
は
違
和
感
が
あ
る
が
ほ
ぼ
直
訳
を
し
た
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
ラ
テ
ン
語
の
文
体
を
残
し
た
た
め
に
日
本
語
の
表
現
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
訳
も
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
最
初
の
手
紙
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
受
け
身
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
に
翻
訳
し
て
い
る
。「
私
は
兄
弟
の
ご
と
く
高
く
評
価
さ
れ
、
他
方
、
彼
自
身
は
も
っ
と
も
愛
情
溢
れ
る
父
の
役
割
に
よ
っ
て
私
に
愛
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
、
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
。
本
来
日
本
語
で
あ
れ
ば
、
能
動
態
で
「
彼
は
私
を
兄
弟
の
ご
と
く
高
く
評
価
し
、
他
方
、
私
は
も
っ
と
も
愛
情
溢
れ
る
父
親
ら
し
さ
の
ゆ
え
に
彼
自
身
を
愛
し
、
尊
敬
し
、
崇
敬
し
て
い
ま
す
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
翻
訳
は
大
学
院
の
ラ
テ
ン
語
史
料
購
読
に
端
を
発
し
て
お
り
、
で
き
る
限
り
ラ
テ
ン
語
を
読
む
こ
と
を
主
眼
と
し
た
演
習
の
産
物
と
理
解
さ
れ
た
い
。
も
ち
ろ
ん
あ
ま
り
に
日
本
語
と
し
て
理
解
し
が
た
い
場
合
に
は
意
訳
を
し
た
部
分
も
少
な
く
な
い
。
【
註
】
（
１
）
日
本
に
お
け
る
ス
イ
ス
宗
教
改
革
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
Yasukazu
M
orita,
Japanische
G
eschichtsschreibung
zur
schw
eizerischen
R
eform
ation.
E
ine
A
usw
ahlbibliographie.
In
:
Z
w
in
glian
a.
B
eiträge
zu
r
スイス人文主義の一側面
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G
esch
ich
te
Z
w
in
glis,
d
er
R
eform
a
tion
u
n
d
d
es
P
rotesta
n
t
in
d
er
Schw
eiz.B
d.X
X
V
I,1999,S.99-134
;
森
田
安
一
「
日
本
に
お
け
る
ス
イ
ス
宗
教
改
革
史
研
究
―
文
献
抄
―
」『
日
本
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
九
巻
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
一
―
五
三
頁
（
同
一
内
容
の
文
献
抄
は
ス
イ
ス
史
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://
w
w
w
.econ.kyoto-u.ac.jp/~
kurosaw
a/H
elvetia.htm
l
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。
（
２
）
グ
レ
ー
ベ
ル
の
伝
記
は
以
下
を
参
照
。C
hristian
N
eff,
K
onrad
G
rebel,
in:
G
eden
kschrift
zu
m
400
jährigen
Ju
biläu
m
der
M
en
n
on
iten
oder
Tau
f-
gesin
n
ten
,
Ludw
igshafen
1925,
S.65-133.H
arold
S.
B
ender,
C
on
rad
G
rebel
ca
.1
4
9
8
-1
5
2
6
.
T
h
e
F
ou
n
d
er
of
th
e
S
w
iss
B
reth
ren
som
etim
es
ca
lled
A
n
abaptists.
Scottdale,
P
ennsylvania
1950
(1971)
;
John
L.
R
uth,
C
on
rad
G
rebel.
Son
of
Z
u
rich.Scottdale,P
ennsylvania
1975
;H
ans-Jürgen
G
oertz,
K
on
ra
d
G
rebel.
K
ritiker
d
es
from
m
en
S
ch
ein
s
1
4
9
8
-1
5
2
6
.
E
in
e
biographische
Skizze.
H
am
burg
1998;D
iether
G
ötz
Lichdi,K
on
rad
G
rebel
u
n
d
die
frü
he
T
äu
ferbew
egu
n
g,Lage
1998
;
榊
原
巌
『
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
グ
レ
ー
ベ
ル
伝
』
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
。
最
も
重
要
な
史
料
は
、H
arder,
Leland
(ed.),
T
he
Sou
rces
of
Sw
iss
A
n
abaptisu
m
.
T
he
G
rebel
L
etters
an
d
related
D
ocu
-
m
en
ts.Scottdale,P
ennsylvania
1985
で
あ
る
。
（
３
）
K
aiserstuhl
は
レ
ー
ゲ
ン
ス
ベ
ル
ク
家
に
よ
っ
て
一
二
五
〇
年
頃
に
建
設
さ
れ
た
小
建
設
都
市
。
ラ
イ
ン
川
渡
河
の
ポ
イ
ン
ト
地
点
に
あ
り
、
一
二
九
四
年
に
初
め
て
史
料
上
に
橋
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
（V
gl.R
einhardt,
Volker
(H
rsg.),
H
an
dbu
ch
der
historischen
Stätten
.
Schw
eiz
u
n
d
L
iechten
stein
.Stuttgart
1996,S.300f.
）。
（
４
）
Schnyder,W
erner
(B
earb.),D
ie
Z
ü
rcher
R
atlisten
1225
bis
1798.Zürich
1962,S.178-188.
（
５
）
森
田
安
一
『
ス
イ
ス
中
世
都
市
史
研
究
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
九
頁
、
表
三
を
参
照
。
（
６
）
Z
ü
rcher
R
atlisten
,S.186-203.
（
７
）
森
田
『
ス
イ
ス
中
世
都
市
』
第
三
章
「
ツ
ン
フ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
寡
頭
政
―
一
五
世
紀
都
市
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
政
治
構
造
」
を
参
照
。
（
８
）
H
istorisch-biographiches
L
exikon
der
Schw
eiz.B
d.3,S.726f.
（
９
）
Z
ü
rcher
R
atlisten
,S.273-287.
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
レ
ー
ベ
ル
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
Schelbert,Leo,Jacob
G
rebel’s
TrialR
evised,in
:A
rchiv
fü
r
R
eform
ation
s-
geschichte
60,1969,S.32-64
を
参
照
。
（
10
）
Z
ü
rcher
R
atlisten
,S.260-270.
（
11
）
Z
ü
rcher
R
atlisten
,S.271-87.
（
12
）
Jacob,
W
alter,
P
olitische
F
ü
hru
n
gsschicht
u
n
d
R
eform
ation
.
U
n
ter-
su
chu
n
gen
zu
r
R
eform
ation
in
Z
ü
rich
1519-1528.
Zürich
1970,
S.84,
173f.
（
13
）
R
atlisten.,S.266-268,S.275-277.
（
14
）
本
名
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ロ
リ
テ
ィH
einrich
Loriti
（1488-1563
）。
グ
ラ
ー
ル
ス
出
身
で
、
一
五
〇
六
年
以
降
ケ
ル
ン
大
学
で
、
神
学
、
哲
学
を
学
び
、
音
楽
を
ヨ
ハ
ネ
ス
・
コ
ッ
ホ
レ
ー
ウ
ス
に
学
ぶ
。（
ル
タ
ー
の
敵
対
者
に
な
っ
た
コ
ッ
ホ
レ
ー
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
森
田
安
一
『
ル
タ
ー
の
首
引
き
猫
　
木
版
画
で
読
む
宗
教
改
革
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
一
六
六
頁
以
下
を
参
照
。）
一
五
一
二
年
に
は
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
よ
り
「
桂
冠
詩
人
」
の
タ
イ
ト
ル
を
得
る
。
一
五
一
四
―
一
七
年
バ
ー
ゼ
ル
で
、
一
五
一
七
―
二
二
年
パ
リ
で
学
寮
（bursa
）
を
作
り
、
多
く
の
ス
イ
ス
人
学
生
を
引
き
付
け
た
。
一
五
二
二
―
二
九
年
バ
ー
ゼ
ル
大
学
に
戻
り
、
当
初
は
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
ら
の
宗
教
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
賛
意
を
示
し
て
い
た
が
、
エ
ラ
ス
ム
ス
と
と
も
に
反
対
の
立
場
に
立
ち
、
彼
と
と
も
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
赴
い
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
が
バ
ー
ゼ
ル
に
戻
っ
た
あ
と
も
、
同
大
学
の
教
授
と
し
て
死
ぬ
ま
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
留
ま
っ
た
。
後
註
（
六
〇
頁
註（
48
）も
参
照
）。
（
15
）
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
研
究
に
は
、N
äf,
W
erner,
V
ad
ian
u
n
d
sein
e
S
ta
d
t
St.G
allen
.
E
rster
B
and:B
is
1518
H
um
anist
in
W
ien.St.G
allen
1944
:Zw
eit-
er
B
and:B
ürgerm
eister
und
R
eform
ator
von
St.G
allen,St.G
allen
1957
は
依
然
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
（
16
）
B
ender,G
rebel.,pp.18-19.
（
17
）
B
ender,G
rebel.,p.25.
（
18
）
H
arder,Sou
rces.,p.58.
（
19
）
H
arder,Sou
rces.,p.65.
（
20
）
V
gl.H
arder,Sou
rces.,p.64-66.
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【
翻
訳
】一
　
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
宛
手
紙
ウ
ィ
ー
ン
よ
り
（
一
五
一
七
年
九
月
八
？
日
）
1
も
っ
と
も
崇
敬
に
値
す
る
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
様
へ
ス
イ
ス
に
お
い
て
十
分
な
権
威
と
注
目
に
値
す
る
学
問
を
備
え
た
人
物
た
る
あ
な
た
か
ら
、
思
い
も
か
け
ず
お
手
紙
2
を
頂
き
、（
私
と
私
の
友
人
の
名
義
で
今
書
い
て
お
り
ま
す
が
）
こ
の
上
な
い
憧
れ
の
気
持
ち
を
も
っ
て
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
私
た
ち
に
光
り
輝
く
宝
石
、
豊
穣
の
角
3
、
そ
し
て
雌
鶏
の
乳
4
を
あ
な
た
が
送
っ
て
下
さ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
ほ
ん
と
う
に
小
躍
り
し
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
様
、
も
し
こ
れ
ら
の
手
紙
と
い
う
あ
な
た
の
宝
物
（
そ
れ
ら
を
あ
な
た
は
他
の
す
べ
て
の
著
作
と
同
じ
よ
う
に
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
神
々
5
に
拍
手
喝
采
を
受
け
な
が
ら
論
じ
て
い
ま
す
）
を
あ
な
た
の
コ
ン
ラ
ー
ト
に
送
り
続
け
て
下
さ
る
な
ら
ば
、
他
の
者
た
ち
に
は
富
め
る
諸
国
王
の
贈
り
物
を
廷
臣
よ
り
受
け
取
ら
せ
る
こ
と
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
あ
な
た
が
私
の
こ
と
を
軽
率
で
愚
昧
だ
と
非
難
し
よ
う
と
も
、
と
に
か
く
そ
れ
を
甘
受
し
、
あ
な
た
が
私
に
し
ば
し
ば
手
紙
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
私
は
あ
な
た
に
手
紙
を
書
き
続
け
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
卓
越
し
た
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
流
の
優
雅
な
輝
き
と
と
も
に
、
新
し
い
友
情
の
確
固
と
し
た
証
拠
と
、
洗
練
さ
れ
た
人
文
学
研
究
へ
の
よ
り
激
し
く
よ
り
鋭
い
拍
車
﹇
刺
激
﹈
を
私
た
ち
は
獲
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
私
は
あ
な
た
が
私
の
将
来
の
活
動
や
そ
の
他
の
ニ
ュ
ー
ス
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
の
だ
と
想
像
し
ま
す
。
私
は
教
師
に
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
彼
は
あ
ら
ゆ
る
名
誉
に
特
別
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
す
。
告
白
し
ま
す
と
、
私
は
兄
弟
の
ご
と
く
高
く
評
価
さ
れ
、
他
方
、
彼
自
身
は
も
っ
と
も
愛
情
溢
れ
る
父
の
役
割
に
よ
っ
て
私
に
愛
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
、
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。
七
つ
挙
げ
ら
れ
る
自
由
学
科
の
う
ち
、
私
は
ど
の
一
つ
も
月
桂
冠
を
取
っ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
将
来
も
取
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
私
の
気
持
ち
が
そ
の
よ
う
に
さ
せ
る
の
で
す
6
。
い
ま
は
人
文
学
研
究
に
身
を
入
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
将
来
完
全
に
身
を
入
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
と
に
こ
の
期
間
、
す
な
わ
ち
二
年
の
あ
い
だ
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
下
賜
金
7
に
支
え
ら
れ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
上
述
の
人
文
学
研
究
に
没
頭
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
没
頭
す
る
つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
、
た
と
え
こ
の
地
の
方
が
あ
ち
ら
よ
り
も
多
少
の
便
宜
が
与
え
ら
れ
て
い
よ
う
と
も
、
な
お
む
し
ろ
、
私
の
友
で
あ
り
、
あ
な
た
の
友
人
で
も
あ
る
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
の
も
と
で
フ
ラ
ン
ス
人
の
学
生
た
ち
の
あ
い
だ
に
首
尾
よ
く
数
え
入
れ
ら
れ
た
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
で
第
一
に
、
理
性
に
則
っ
て
正
確
に
考
察
さ
れ
る
べ
き
は
、
彼
が
最
高
の
教
師
と
し
て
、
誠
実
に
教
え
、
博
識
に
し
て
善
良
で
、
誠
実
な
教
師
の
も
つ
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
満
足
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。（
私
の
大
事
な
人
は
、
名
誉
の
最
高
級
の
前
口
上
な
し
に
、
ま
た
名
声
の
長
い
書
判
﹇
結
び
﹈
な
し
に
言
及
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。）
あ
な
た
が
多
少
と
も
咎
め
だ
て
を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
に
は
足
り
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
彼
が
怠
惰
だ
と
か
、
才
能
が
わ
ず
か
で
妨
げ
ら
れ
て
い
の
だ
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
医
学
の
志
願
者
と
し
て
あ
た
か
も
冥
府
の
格
子
の
中
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
8
。
彼
は
た
と
え
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
邪
魔
さ
れ
て
も
、
ポ
ム
ポ
ニ
ウ
ス
・
メ
ラ
9
を
ヴ
ィ
ー
ン
の
印
刷
所
で
印
刷
す
る
た
め
に
、
実
り
あ
る
有
益
な
注
釈
を
つ
け
て
翻
訳
し
続
け
て
い
ま
す
。
当
地
で
は
、
新
し
い
事
柄
は
何
も
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
新
し
い
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
な
お
生
存
し
て
い
る
ロ
ド
ヴ
ィ
ク
ス
・
ケ
リ
ウ
ス
・
ロ
デ
ィ
ギ
ヌ
ス
（Lodovicus
C
elius
R
hodiginus
）
の
『
古
典
注
解
』
の
書
物
が
一
五
一
七
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ア
ル
ド
ゥ
ス
の
義
父
0
の
と
こ
ろ
か
ら
印
刷
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
か
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の
も
っ
と
も
有
害
な
ス
ズ
メ
バ
チ
、
ヴ
ィ
ン
プ
フ
ェ
リ
ン
グ
の
こ
の
上
な
く
野
蛮
な
『
独
白
』
!
を
私
た
ち
は
ほ
ぼ
三
〇
を
超
え
る
部
数
購
入
し
ま
し
た
。
ス
イ
ス
の
名
誉
が
侮
辱
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
す
べ
て
を
購
入
し
た
の
で
す
。
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
先
生
は
一
部
を
購
入
し
、
他
の
者
た
ち
も
思
い
思
い
に
そ
う
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
所
に
若
干
残
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
ヴ
ィ
ン
プ
フ
ェ
リ
ン
グ
の
『
独
白
』、
つ
ま
り
、「
ス
イ
ス
へ
の
悪
意
あ
る
風
刺
」
を
あ
な
た
が
も
っ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
私
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
・
エ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
@
の
手
に
な
る
ス
イ
ス
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
勝
利
に
関
す
る
『
頌
詞
』
と
同
じ
彼
の
『
諸
皇
帝
伝
』
を
私
た
ち
は
も
っ
て
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
学
識
の
あ
る
人
物
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
カ
メ
ル
ス
#
の
手
に
な
る
優
れ
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
備
え
た
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
歴
史
$
が
、
こ
こ
か
バ
ー
ゼ
ル
か
で
世
に
出
て
い
る
か
を
知
り
ま
せ
ん
。
こ
の
同
じ
人
物
が
詩
と
格
言
の
素
晴
ら
し
い
言
辞
に
つ
い
て
言
及
す
る
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
よ
う
と
進
め
て
い
ま
す
。
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
・
コ
リ
ミ
テ
ィ
ウ
ス
%
は
彼
の
友
人
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
と
と
も
に
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
『
博
物
誌
』
第
二
巻
の
若
干
の
注
釈
を
企
て
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
イ
タ
リ
ア
人
に
と
っ
て
さ
え
優
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
か
な
り
長
く
皇
帝
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、
皇
帝
は
来
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
幾
人
か
の
も
の
は
こ
の
地
で
ペ
ス
ト
が
荒
れ
狂
う
と
予
言
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
点
で
は
こ
れ
ま
で
彼
ら
は
偽
の
予
言
者
で
し
た
。
た
だ
、
こ
の
地
の
人
々
が
他
の
病
気
で
し
ば
し
ば
苦
し
め
ら
れ
、
死
亡
し
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
ペ
ス
ト
を
喜
ん
で
待
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ス
ト
が
私
を
殺
さ
な
け
れ
ば
、
私
は
こ
こ
を
去
り
、
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
の
も
と
に
行
け
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
有
名
で
は
な
く
、
学
識
も
な
く
、
要
す
る
に
も
っ
と
も
低
い
席
の
弱
者
に
、
あ
な
た
は
手
紙
を
書
く
こ
と
を
断
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
私
た
ち
は
永
遠
に
感
謝
し
、
私
た
ち
の
才
能
の
最
善
を
尽
く
し
て
報
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
控
え
め
な
、
と
あ
な
た
は
言
わ
れ
る
が
、
私
の
判
断
で
は
、
き
わ
め
て
高
い
教
養
に
基
づ
く
雄
弁
さ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
友
情
を
、
私
た
ち
は
誓
っ
て
あ
な
た
の
意
に
添
う
よ
う
に
し
、
堅
く
堅
く
維
持
し
ま
す
。
次
の
こ
と
が
顧
み
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
ヨ
ハ
ネ
ス
・
レ
オ
ポ
ル
ト
^
が
論
理
学
の
勉
強
に
縛
ら
れ
、
ま
た
、
バ
カ
ラ
レ
ウ
ス
の
学
位
を
近
々
受
け
る
た
め
に
手
紙
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
私
が
書
く
役
割
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
彼
の
名
に
お
い
て
あ
な
た
に
挨
拶
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
同
様
に
、
あ
な
た
の
代
理
人
（
行
商
人
）
の
ウ
ル
リ
ヒ
&
と
あ
な
た
の
手
紙
を
こ
こ
へ
運
ん
で
き
た
コ
ン
ラ
ー
ト
・
モ
ー
ザ
ー
*
に
も
望
ん
で
い
ま
す
。
た
と
え
あ
な
た
が
他
の
場
所
で
愛
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
あ
な
た
が
し
ば
し
ば
書
い
て
下
さ
れ
る
そ
の
と
き
に
は
、
さ
ら
に
愛
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
お
返
事
を
出
す
こ
と
が
遅
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ご
機
嫌
よ
ろ
し
く
。
あ
な
た
の
価
値
の
ゆ
え
に
あ
な
た
に
敬
意
を
払
う
も
の
た
ち
を
愛
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
も
う
一
度
、
ご
き
げ
ん
よ
う
。
遍
く
知
ら
れ
た
ス
イ
ス
の
称
賛
の
人
よ
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
私
た
ち
の
学
校
よ
り
、
一
〇
〇
〇
と
そ
の
半
分
を
一
七
を
越
え
た
救
い
年
﹇
一
五
一
七
年
﹈
九
月
八
日
あ
な
た
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
レ
ー
ベ
ル
お
よ
び
ヨ
ハ
ネ
ス
・
レ
オ
ポ
ル
ト
・
グ
レ
ー
ベ
ル
よ
り
気
品
あ
る
人
文
学
者
、
魂
の
教
師
、
ス
イ
ス
の
ア
イ
ン
ジ
ー
デ
ル
ン
(
に
お
け
る
注
意
深
い
保
護
者
た
る
ウ
ル
リ
ヒ
・
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
、
最
高
に
敬
慕
さ
れ
る
べ
き
友
へ
。
二
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
宛
手
紙
)
チ
ュ
ー
リ
ヒ
よ
り
（
一
五
一
八
年
七
月
二
三
日
）
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私
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
レ
ー
ベ
ル
は
、
最
愛
の
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
先
生
に
幾
重
に
も
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
上
な
く
秀
で
た
人
よ
。
あ
な
た
の
義
務
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
間
強
い
願
望
に
よ
っ
て
あ
な
た
を
待
ち
こ
が
れ
て
き
た
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
人
々
の
と
こ
ろ
へ
速
や
か
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
す
。
他
方
、
私
の
義
務
は
、
私
の
た
め
に
こ
の
上
な
く
尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
人
物
た
る
あ
な
た
に
、
も
し
来
な
い
と
き
に
は
、
オ
フ
ネ
リ
ウ
ス
の
手
紙
が
あ
な
た
の
所
に
届
い
て
い
た
ら
た
だ
ち
に
当
地
に
飛
ん
で
く
る
よ
う
に
と
、
懇
願
す
る
こ
と
で
す
。
も
し
あ
な
た
が
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
速
や
か
に
来
る
こ
と
を
約
束
し
て
下
さ
ら
な
い
な
ら
ば
、
ま
た
、
長
期
に
留
守
に
し
な
く
と
も
、
あ
な
た
が
留
守
の
た
め
に
、
ヤ
ー
コ
プ
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
師
と
ヨ
ハ
ン
・
オ
フ
ネ
リ
ウ
ス
師
a
が
あ
な
た
を
説
得
す
る
こ
と
を
望
め
な
い
な
ら
ば
、
私
は
き
っ
と
こ
の
懇
願
を
行
う
で
し
ょ
う
。
と
い
う
の
も
、
私
が
た
ゆ
ま
ず
あ
な
た
を
推
挙
し
て
き
た
た
め
に
、
多
く
の
人
々
が
今
な
お
あ
な
た
が
来
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
中
に
私
と
私
の
父
も
入
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
毎
日
あ
な
た
が
来
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
の
で
、
ま
た
、
あ
な
た
が
長
い
間
到
着
を
引
き
延
ば
し
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
は
苦
し
み
に
曝
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
先
に
手
紙
を
書
か
な
か
っ
た
こ
と
で
蔑
ろ
に
さ
れ
た
こ
と
を
補
う
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
独
自
の
使
者
を
送
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
し
ょ
う
。
第
一
に
、
父
が
あ
な
た
の
到
着
を
で
き
る
だ
け
急
が
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
父
は
あ
な
た
が
父
の
家
に
入
り
、
あ
な
た
の
弟
子
﹇
コ
ン
ラ
ー
ト
﹈
の
客
に
な
ろ
う
と
し
な
い
な
ら
ば
、
あ
な
た
を
友
と
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
全
能
の
神
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
人
々
の
中
で
も
っ
と
も
愛
さ
れ
て
い
る
私
の
先
生
の
客
と
し
て
、
私
が
あ
な
た
の
家
で
少
な
く
な
い
日
々
を
過
ご
し
た
よ
う
に
で
す
。
第
二
は
、
私
が
当
地
で
長
く
待
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
あ
な
た
が
あ
な
た
の
遅
延
に
よ
っ
て
―
勝
手
に
厄
介
な
遅
延
と
付
け
加
え
さ
せ
て
貰
い
ま
す
が
―
妨
げ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
温
泉
b
と
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
姉
c
の
と
こ
ろ
に
私
は
赴
く
つ
も
り
で
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
忌
憚
な
く
言
わ
せ
て
頂
け
れ
ば
、
遅
延
の
傾
向
は
あ
な
た
の
性
向
で
す
。（
勝
手
を
言
い
）
お
許
し
下
さ
い
。
要
す
る
に
、
使
者
が
送
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
手
紙
で
あ
な
た
を
招
待
す
る
前
に
は
、
あ
な
た
は
こ
こ
へ
来
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
私
た
ち
の
枢
機
卿
の
楽
師
d
を
通
じ
て
私
に
知
ら
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
非
常
に
幸
運
な
相
互
の
愛
を
つ
う
じ
て
再
び
あ
な
た
を
招
待
し
ま
す
。
あ
な
た
が
私
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
い
つ
来
る
か
を
、
は
っ
き
り
と
手
紙
で
私
と
私
の
父
に
返
答
す
る
こ
と
を
再
度
懇
願
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
あ
な
た
が
父
の
家
に
入
ら
な
い
な
ら
ば
、
父
に
対
す
る
と
同
様
に
、
こ
と
に
あ
な
た
の
コ
ン
ラ
ー
ト
に
対
し
て
、
こ
の
上
な
く
無
礼
で
、
不
愉
快
な
こ
と
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
四
日
の
あ
い
だ
に
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
そ
の
時
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
る
家
を
、
他
家
で
は
な
く
私
の
家
を
選
択
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
利
益
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
喜
ん
で
行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
も
し
あ
な
た
の
望
む
こ
と
が
私
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
る
な
ら
ば
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
実
行
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
私
が
何
を
し
て
き
た
か
は
、（
あ
な
た
が
）
来
た
と
き
に
話
し
ま
し
ょ
う
。
私
に
は
結
婚
適
齢
期
の
妹
e
が
い
ま
す
。
も
し
彼
女
に
会
っ
て
気
に
入
り
、
そ
し
て
そ
の
気
に
入
っ
た
彼
女
と
結
婚
し
な
い
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
私
が
邪
魔
立
て
を
し
た
と
あ
な
た
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
私
は
あ
な
た
の
友
人
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
な
た
の
花
婿
の
付
き
添
い
に
な
り
た
い
と
熱
望
し
て
い
ま
す
。
冗
談
で
す
。
多
く
の
ご
恩
を
受
け
て
い
る
ご
両
親
、
オ
テ
ィ
リ
ア
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
f
、
私
の
ヘ
レ
ン
、
お
手
伝
い
の
ア
ン
ナ
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
エ
ッ
ク
、
あ
な
た
と
と
も
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
私
の
兄
弟
に
私
の
名
に
お
い
て
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
ご
き
げ
ん
よ
う
。
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チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
て
、
ア
ポ
リ
ナ
リ
ウ
ス
の
日
に
﹇
七
月
二
三
日
﹈。
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
レ
ー
ベ
ル
、
も
っ
と
も
忠
実
な
あ
な
た
の
人
間
性
の
奴
隷
。
ど
こ
に
お
い
て
の
最
も
学
識
が
深
く
、
公
正
な
人
物
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
へ
。
桂
冠
詩
人
で
雄
弁
家
、
健
康
を
施
す
、
最
も
優
れ
た
医
学
博
士
、
最
も
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
先
生
へ
。
三
　
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
宛
手
紙
g
チ
ュ
ー
リ
ヒ
よ
り
（
一
五
一
八
年
七
月
三
一
日
）
拝
啓あ
な
た
は
か
つ
て
私
た
ち
の
あ
い
だ
に
あ
る
友
情
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
と
予
見
さ
れ
ま
し
た
が
h
、
そ
の
時
は
、
私
は
あ
な
た
か
ら
遠
く
離
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
私
の
先
生
、
手
短
に
言
え
ば
、
最
も
秀
で
た
人
物
で
あ
る
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
、
と
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
や
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
つ
ま
り
友
人
た
ち
の
中
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
改
め
て
友
情
を
復
活
し
ま
し
ょ
う
。
実
際
、
私
は
前
述
の
人
物
、
全
ス
イ
ス
の
光
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
に
旅
し
、
彼
の
命
令
で
（
偉
大
で
、
学
識
深
く
、
私
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
た
教
師
の
求
め
で
す
の
で
、
命
令
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
）、
あ
な
た
自
身
も
評
価
す
る
よ
う
に
、
彼
の
素
晴
ら
し
い
注
釈
に
よ
っ
て
評
判
に
な
っ
た
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
・
メ
ラ
を
私
の
小
書
簡
と
と
も
に
あ
な
た
の
と
こ
ろ
に
送
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。
特
に
そ
の
よ
う
な
配
慮
を
し
た
理
由
は
、
私
の
努
力
自
体
に
よ
っ
て
偉
大
な
人
物
の
仕
事
が
偉
大
な
人
物
へ
送
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
か
ら
大
い
な
る
栄
光
が
私
に
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
絶
好
の
機
会
を
通
じ
て
ど
ん
な
種
類
の
も
の
で
あ
れ
、
私
の
手
紙
が
送
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
（
あ
な
た
は
、
私
が
あ
な
た
の
よ
う
な
学
識
の
あ
る
人
物
、
友
情
の
適
切
な
育
成
者
に
敬
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
）。
か
の
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
は
、
教
師
で
あ
り
、
ど
こ
に
あ
ろ
う
と
も
最
も
学
識
の
あ
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、強
く
誓
い
合
っ
た
私
の
友
人
で
あ
り
ま
す
が
、
彼
は
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
来
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
i
。
そ
こ
で
あ
な
た
も
ま
た
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
実
際
に
ミ
コ
ニ
ウ
ス
j
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
三
人
が
姿
を
現
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
私
は
か
な
り
長
く
活
力
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
間
、
神
が
私
を
愛
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
極
端
に
華
美
に
着
飾
っ
た
神
々
の
よ
う
な
国
王
に
気
を
配
っ
た
り
、
尊
敬
し
た
り
し
な
い
で
し
ょ
う
。
も
し
あ
な
た
が
仕
事
か
ら
こ
っ
そ
り
抜
け
出
せ
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
ほ
か
に
誰
も
全
ス
イ
ス
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
や
っ
て
く
る
こ
と
を
望
み
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
あ
な
た
の
手
紙
が
私
の
と
こ
ろ
に
飛
ぶ
よ
う
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
大
い
な
る
喜
び
を
持
っ
て
受
け
取
り
、
繰
り
返
し
心
ゆ
く
ま
で
接
吻
し
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
学
識
深
い
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
手
紙
が
常
に
グ
レ
ー
ベ
ル
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
た
の
は
、
あ
な
た
が
来
て
く
だ
さ
る
か
（
そ
れ
を
望
み
ま
す
が
）、
少
な
く
と
も
手
紙
を
書
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
願
っ
て
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
﹇
チ
ュ
ー
リ
ヒ
﹈
へ
な
ぜ
私
が
戻
っ
た
か
、
あ
な
た
は
尋
ね
る
で
し
ょ
う
。
私
は
怪
我
を
し
た
か
ら
で
す
が
、
も
う
治
癒
し
ま
し
た
。
あ
る
友
だ
ち
（
そ
れ
は
実
際
に
は
友
だ
ち
で
は
な
い
の
で
す
が
）
が
、
私
が
こ
こ
へ
来
る
前
に
、
実
際
の
状
態
よ
り
も
悪
く
偽
っ
て
私
の
父
に
告
げ
知
ら
せ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
心
配
し
た
父
は
、
私
が
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
随
行
者
と
し
て
直
ち
に
帰
る
こ
と
を
命
じ
た
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
は
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
前
に
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
家
族
は
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
に
お
い
て
私
を
こ
の
上
な
く
暖
か
く
も
て
な
し
て
く
れ
ま
し
52
た
。当
地
で
私
が
何
を
す
る
の
か
、
あ
な
た
は
書
く
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。
私
は
私
の
先
生
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
彼
の
故
郷
で
、
ま
た
か
つ
て
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
私
の
た
め
に
こ
の
上
な
く
良
く
し
て
く
れ
た
彼
を
、
私
の
父
と
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
す
べ
て
の
人
と
一
緒
に
で
き
る
だ
け
の
栄
誉
を
も
っ
て
迎
え
た
い
の
で
す
。（
彼
が
来
れ
ば
、）
父
の
家
に
泊
ま
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
を
彼
の
言
葉
で
証
明
し
ま
し
ょ
う
。
彼
は
私
に
次
の
よ
う
に
手
紙
で
書
い
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。「
父
ヤ
ー
コ
プ
が
、
誓
っ
て
慎
ま
し
い
応
対
を
約
束
す
れ
ば
、
客
と
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
。
一
方
、
私
は
特
別
な
使
者
に
委
ね
た
彼
宛
の
手
紙
を
通
じ
て
、彼
が
客
に
な
る
よ
う
に
懇
願
し
て
、
私
は
信
じ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
私
の
家
に
ス
イ
ス
に
お
け
る
（
羨
望
の
気
持
ち
な
し
に
い
う
の
で
す
が
）
最
も
学
識
が
あ
り
、
最
も
人
間
味
が
あ
り
、
最
も
健
全
な
人
物
が
泊
ま
る
こ
と
で
、
あ
な
た
は
私
の
こ
と
を
不
幸
だ
と
は
言
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
必
要
以
上
に
触
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
な
た
が
来
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
是
非
早
く
来
て
く
だ
さ
い
。
も
し
手
紙
を
く
だ
さ
る
の
な
ら
、
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
ど
ち
ら
で
も
、
あ
な
た
は
私
を
大
い
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
前
者
が
最
高
で
す
。
あ
な
た
に
対
す
る
私
の
最
大
限
の
好
意
が
少
し
で
も
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
私
の
哀
れ
な
手
紙
が
つ
ま
ら
な
く
思
わ
れ
て
も
、
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
お
元
気
で
、
幸
あ
る
こ
と
を
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
よ
り
。
救
い
の
一
五
一
八
年
八
月
一
日
の
前
日
。
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
レ
ー
ベ
ル
、
あ
な
た
を
特
別
に
尊
敬
す
る
友
。
ア
イ
ン
ジ
ー
デ
ル
ン
の
聖
マ
リ
ア
聖
堂
司
祭
、最
も
学
識
が
あ
る
私
の
特
別
な
友
、
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
ク
の
ウ
ル
リ
ヒ
・
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
へ
。
四
　
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
へ
の
手
紙
k
チ
ュ
ー
リ
ヒ
よ
り
（
一
五
一
八
年
九
月
二
六
日
）
拝
啓
、
最
も
傑
出
し
た
お
方
へ
長
い
間
あ
な
た
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど
う
ぞ
怠
惰
の
せ
い
に
し
な
い
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
九
月
二
〇
日
に
姉
l
の
と
こ
ろ
か
ら
と
、
湯
治
に
い
っ
て
い
た
バ
ー
デ
ン
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
や
っ
と
の
こ
と
で
故
郷
に
戻
っ
た
と
き
に
は
、
背
柱
の
膿
瘍
が
非
常
に
大
き
く
な
り
m
、
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
わ
ん
や
手
紙
を
書
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
と
え
書
け
た
と
し
て
も
、
私
の
手
紙
を
あ
な
た
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
く
使
者
の
引
き
受
け
手
が
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
手
紙
を
持
た
せ
て
特
別
な
使
者
を
あ
な
た
の
も
と
に
送
り
ま
し
た
。
か
つ
て
あ
な
た
は
私
に
親
切
に
し
て
く
れ
、
私
を
た
い
へ
ん
愛
し
、
私
を
誠
実
に
教
育
し
て
く
れ
ま
し
た
。
要
す
る
に
、
コ
ン
ラ
ー
ト
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、（
ど
こ
か
ら
見
て
も
最
も
学
識
の
あ
る
教
師
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
中
で
も
格
段
に
愛
す
べ
き
私
の
教
師
で
あ
る
）
あ
な
た
に
決
し
て
消
え
る
こ
と
の
な
い
感
謝
を
し
、
私
が
生
き
る
限
り
感
謝
し
続
け
ま
す
。
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
、
そ
し
て
あ
な
た
の
将
来
の
花
嫁
が
誰
で
あ
れ
、
そ
の
花
嫁
に
、
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
す
よ
う
に
望
み
ま
す
。
一
方
、
父
と
私
と
で
熟
慮
し
た
結
果
、
私
は
人
文
学
研
究
の
た
め
に
、
要
す
る
に
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
の
も
と
パ
リ
へ
赴
く
こ
と
に
な
り
、
次
の
木
曜
日
に
愛
す
る
故
郷
を
離
れ
る
つ
も
り
で
す
。
随
行
者
は
二
人
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
人
で
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
市
参
事
会
の
決
定
に
よ
る
国
王
の
奨
学
生
で
す
。
そ
の
こ
と
す
べ
て
に
つ
い
て
使
者
が
も
っ
と
詳
し
く
あ
な
た
に
明
ら
か
スイス人文主義の一側面
53
に
す
る
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
残
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
語
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
が
エ
リ
ゴ
ウ
n
で
私
と
別
れ
る
と
き
に
、
父
が
こ
の
間
に
娘
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
決
定
し
た
か
、
ま
た
、
あ
な
た
の
た
め
に
彼
女
に
ど
の
く
ら
い
の
婚
資
を
与
え
る
の
か
を
、
で
き
る
限
り
早
く
よ
り
確
実
な
こ
と
を
報
告
す
る
よ
う
に
、
あ
な
た
は
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
責
務
を
蔑
ろ
に
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
約
束
を
反
故
に
し
な
い
よ
う
に
、
私
は
父
に
ど
う
す
る
の
か
を
尋
ね
ま
し
た
。
彼
は
新
郎
と
な
る
人
物
を
吟
味
し
、
こ
の
よ
う
に
答
え
始
め
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
あ
な
た
の
よ
う
に
家
柄
、
生
ま
れ
、
教
養
、
人
格
、
名
声
に
優
れ
た
男
が
、
恐
ら
く
私
の
妹
を
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
望
ん
で
は
い
な
い
の
で
は
、
あ
る
い
は
こ
の
問
題
を
年
長
で
あ
る
こ
と
と
権
威
を
利
用
し
て
口
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
（
思
っ
て
い
ま
す
）。
し
か
し
、
と
に
か
く
も
、
真
剣
に
あ
な
た
が
行
動
を
起
こ
す
な
ら
ば
（
な
ぜ
な
ら
あ
な
た
が
冗
談
を
言
っ
て
い
る
と
彼
は
考
え
て
ま
す
）、
彼
は
あ
な
た
の
味
方
で
あ
り
、
な
お
ま
た
、
娘
が
あ
な
た
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
彼
は
欲
し
て
い
ま
す
。
も
し
あ
な
た
が
も
っ
と
富
め
る
者
と
結
婚
を
し
よ
う
と
し
な
い
の
な
ら
ば
（
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
）。
た
と
え
父
と
あ
な
た
が
こ
の
問
題
に
お
い
て
将
来
一
致
す
る
に
至
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
点
で
は
で
き
る
限
り
あ
な
た
と
一
致
す
る
こ
と
、
ま
た
前
よ
り
以
上
に
あ
な
た
に
尊
敬
を
払
う
こ
と
、
さ
ら
に
あ
な
た
の
役
に
立
つ
よ
う
に
完
全
に
あ
な
た
の
味
方
に
な
る
こ
と
を
父
は
望
ん
で
い
ま
す
。
私
に
関
し
て
は
、
私
が
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
を
愛
し
、
尊
敬
す
る
こ
と
を
あ
な
た
が
疑
う
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
、
私
が
健
康
で
、
生
き
る
限
り
は
、
あ
な
た
の
名
を
褒
め
そ
や
す
こ
と
を
止
め
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な
い
で
し
ょ
う
。
以
上
の
こ
と
は
脇
に
置
く
と
し
て
、私
は
あ
な
た
が
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
っ
た
と
き
に
、
私
の
什
器
（
本
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
が
）
を
あ
な
た
の
も
の
と
一
緒
に
当
地
に
送
ら
れ
る
よ
う
に
ご
配
慮
を
し
て
頂
き
た
く
懇
願
・
切
願
し
ま
す
。
も
し
ラ
ー
ヴ
ェ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
商
人
た
ち
が
運
ぶ
こ
と
に
な
る
な
ら
、
す
べ
て
支
度
・
整
頓
さ
れ
て
、
よ
り
簡
単
に
そ
し
て
万
事
う
ま
く
運
ば
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ま
や
、
こ
れ
ら
の
他
に
書
く
べ
き
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
が
あ
な
た
に
挨
拶
し
て
お
り
ま
す
。
い
か
に
多
く
と
も
、
あ
な
た
の
家
族
全
員
に
私
の
名
に
お
い
て
ご
挨
拶
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
き
げ
ん
よ
う
。
キ
リ
ス
ト
生
誕
か
ら
一
五
一
八
年
、
九
月
二
六
日
チ
ュ
ー
リ
ヒ
よ
り
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
レ
ー
ベ
ル
よ
り
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
へ
。
も
し
も
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
が
偉
大
な
人
物
で
な
い
と
す
れ
ば
、
私
は
兄
弟
で
い
ら
れ
ま
す
が
、
偉
大
で
あ
る
か
ら
、
私
は
最
も
敬
虔
深
い
奉
仕
者
で
す
。
私
の
後
援
者
で
あ
る
ベ
ー
メ
ン
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
先
生
と
o
、
ウ
ィ
ー
ン
に
い
る
彼
と
あ
な
た
の
学
生
た
ち
に
、
あ
な
た
が
そ
こ
に
着
い
た
ら
、
私
の
名
に
お
い
て
よ
ろ
し
く
挨
拶
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
五
　
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
宛
手
紙
p
パ
リ
よ
り
（
一
五
一
八
年
一
〇
月
二
六
日
）
ご
機
嫌
よ
う
。
私
の
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
へ
。
あ
な
た
が
ス
イ
ス
の
中
で
誰
に
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
の
学
識
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
最
も
学
識
の
あ
る
人
と
し
て
、
ま
た
、
非
常
に
誠
実
に
私
に
教
育
を
施
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
最
も
誠
実
な
教
師
と
し
て
、
ま
た
、
あ
な
た
が
清
廉
潔
白
で
あ
る
の
で
、
最
も
清
廉
潔
白
な
人
と
し
て
呼
び
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
の
出
立
の
お
り
に
、
あ
な
た
が
ま
さ
に
兄
弟
の
よ
う
に
手
紙
を
書
い
て
下
さ
っ
た
の
で
q
、
表
記
と
は
異
な
る
書
き
出
し
で
あ
な
た
に
呼
び
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
ミ
ュ
ー
ズ
神
が
怒
る
こ
と
な
く
、
詩
の
女
神
た
54
ち
と
全
能
の
神
が
支
持
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、）
願
わ
く
ば
学
識
の
点
で
、（
あ
な
た
が
大
い
に
望
ん
で
い
る
こ
と
で
す
が
、）
私
が
あ
な
た
の
仲
間
の
哲
学
者
に
な
れ
る
ほ
ど
向
上
し
ま
す
よ
う
に
。
つ
ま
り
、
あ
な
た
と
と
も
に
兄
弟
の
よ
う
に
生
き
、
あ
な
た
を
兄
と
呼
べ
る
こ
と
を
で
き
ま
す
よ
う
に
。（
あ
な
た
の
手
紙
の
す
べ
て
の
部
分
に
す
ぐ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
）
誠
実
に
答
え
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
私
と
私
の
子
孫
が
、（
あ
な
た
は
疑
っ
て
い
な
い
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、）
将
来
い
つ
か
学
問
に
お
い
て
あ
な
た
に
比
肩
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
を
語
る
と
き
、
あ
な
た
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
愛
に
動
か
さ
れ
て
、
教
師
の
役
割
を
立
派
に
果
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
は
自
分
の
生
徒
が
あ
な
た
よ
り
は
る
か
先
を
行
く
こ
と
を
願
い
求
め
ま
す
が
、
あ
な
た
は
（
生
徒
か
ら
）
五
〇
〇
万
キ
ロ
も
引
き
離
し
て
き
ま
し
た
し
、
今
後
も
引
き
離
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
能
弁
と
流
暢
な
叙
述
能
力
と
に
関
し
て
（
私
は
あ
な
た
の
言
葉
を
ま
さ
に
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
が
）、
あ
な
た
は
私
に
し
ば
し
ば
忠
告
し
て
き
た
と
、
は
っ
き
り
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
最
も
愛
す
べ
き
先
生
、
実
際
に
、
あ
な
た
が
何
を
忠
告
し
た
か
ま
っ
た
く
記
憶
し
て
い
な
い
の
で
、
あ
な
た
が
一
度
な
ら
ず
言
わ
れ
た
こ
と
を
さ
ら
に
繰
り
返
し
て
下
さ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
こ
の
悲
し
む
べ
き
才
能
の
弱
者
が
、
流
暢
な
叙
述
能
力
と
能
弁
さ
を
誰
か
あ
る
人
か
ら
集
め
る
た
め
に
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
を
私
に
宛
て
て
長
い
手
紙
を
書
く
よ
う
に
、
あ
な
た
に
懇
願
す
る
こ
と
を
恥
じ
ま
せ
ん
。
特
別
に
愛
す
る
先
生
、
あ
な
た
は
私
が
二
流
で
、
誰
か
あ
る
人
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
よ
り
も
、
故
国
に
お
い
て
将
来
一
流
の
者
に
な
る
こ
と
を
む
し
ろ
好
ま
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
は
繰
り
返
し
私
を
愛
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
あ
な
た
に
属
す
る
寡
黙
な
者
が
あ
な
た
の
奴
隷
に
な
る
よ
う
に
強
要
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
も
い
つ
か
秀
で
た
人
々
の
中
に
数
え
ら
れ
る
に
値
す
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
た
め
に
、
か
な
り
長
く
あ
る
い
は
短
期
間
、
名
声
が
続
く
よ
う
に
と
鼓
舞
す
る
の
で
は
な
く
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
と
と
も
に
も
っ
と
遠
慮
な
く
生
き
て
い
き
た
い
。
い
や
遠
慮
な
く
で
は
な
く
、
も
っ
と
親
密
に
生
き
た
い
。
も
っ
と
親
密
に
生
き
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
私
は
、
わ
ず
か
ば
か
り
で
も
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
よ
う
に
な
り
た
い
の
で
す
が
、
同
じ
ミ
ュ
ー
ズ
神
の
似
姿
が
形
作
ら
れ
ね
ば
、
そ
う
は
な
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
の
雄
弁
さ
が
そ
の
力
に
基
づ
く
、
秀
で
た
学
術
を
持
つ
べ
き
と
あ
な
た
は
言
わ
れ
ま
す
が
、
も
し
私
を
愛
す
る
な
ら
ば
、（
し
か
し
、
誰
よ
り
も
最
も
愛
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
が
、）
も
う
一
度
長
い
イ
リ
ア
ス
で
r
、
秀
で
た
学
術
と
は
何
で
あ
る
か
を
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。
最
良
の
人
、
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
に
あ
な
た
の
名
に
お
い
て
挨
拶
を
送
り
、
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
何
で
あ
れ
、
あ
な
た
か
ら
だ
と
申
し
出
ま
し
た
。
旅
の
途
中
で
あ
な
た
に
示
し
た
事
柄
、
そ
れ
が
た
と
え
褒
め
る
べ
き
事
柄
で
あ
っ
て
も
、
隠
す
べ
き
も
の
だ
と
、
あ
な
た
が
み
な
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
私
の
手
紙
よ
り
も
幾
分
あ
ら
わ
に
主
張
し
て
い
る
短
詩
を
あ
な
た
は
速
や
か
に
突
き
破
り
、
切
り
裂
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ル
ポ
ク
ラ
テ
ス
s
や
い
わ
ば
ア
ン
ゲ
ロ
ー
ナ
t
や
沈
黙
を
守
る
無
口
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
派
の
人
た
ち
u
の
役
割
、
つ
ま
り
は
教
師
の
役
割
を
ど
れ
ほ
ど
忠
実
に
演
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
私
は
ほ
と
ん
ど
言
い
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
私
に
し
ば
し
ば
手
紙
を
書
く
よ
う
に
命
令
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
あ
な
た
が
命
じ
ら
れ
た
よ
り
も
し
ば
し
ば
頻
繁
に
あ
な
た
に
手
紙
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
方
は
私
を
ビ
ュ
デ
v
と
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
に
推
薦
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
あ
な
た
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
、
私
に
対
す
る
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
あ
な
た
の
愛
が
あ
る
か
ら
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
私
に
対
す
る
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
愛
が
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
に
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
ど
こ
ろ
か
、
何
の
労
苦
も
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
私
に
対
す
る
あ
な
た
の
愛
が
そ
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
スイス人文主義の一側面
55
そ
れ
が
ま
っ
た
く
不
変
で
あ
る
こ
と
よ
り
さ
ら
に
不
変
で
あ
り
、
単
に
情
熱
的
で
あ
る
よ
り
、
さ
ら
に
情
熱
的
で
あ
る
こ
と
を
一
度
な
ら
ず
認
識
し
て
お
り
ま
し
た
。
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
願
わ
く
ば
私
の
夢
を
私
に
語
り
ま
せ
ん
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
軽
い
熱
に
襲
わ
れ
て
も
、
ひ
ど
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
私
が
健
康
に
つ
い
て
考
慮
す
る
よ
う
に
あ
な
た
が
忠
告
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
た
だ
ち
に
あ
な
た
が
医
者
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。へ
ぼ
医
者
で
は
な
い
あ
な
た
が
処
置
を
す
れ
ば
、
そ
の
も
の
が
病
ん
で
い
れ
ば
、
回
復
し
、
健
や
か
で
あ
れ
ば
、
病
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
姉
が
嫁
に
行
こ
う
と
す
る
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
あ
な
た
は
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
私
も
同
様
に
喜
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
の
よ
う
な
立
派
な
人
が
妹
の
婿
に
な
る
こ
と
を
望
ま
れ
れ
ば
、
本
当
に
欣
喜
雀
躍
す
る
こ
と
で
す
。
確
か
に
あ
な
た
が
望
め
ば
、
実
現
で
き
る
こ
と
で
す
。
愛
に
よ
っ
て
で
は
な
く
（
そ
れ
は
あ
な
た
の
言
葉
で
す
が
）、
し
か
る
べ
き
罠
に
よ
っ
て
心
を
寄
せ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
あ
な
た
が
心
を
寄
せ
ら
れ
、
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ほ
ど
長
く
祈
る
必
要
は
な
く
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
あ
な
た
は
美
し
く
、
裕
福
で
、
誠
実
・
実
直
な
花
嫁
を
も
ら
い
、
結
婚
を
執
り
行
い
、
歓
喜
の
婚
礼
歌
に
つ
つ
ま
れ
で
し
ょ
う
。
妻
が
誰
に
な
ろ
う
と
も
、
妻
か
ら
あ
な
た
に
似
つ
か
わ
し
い
子
供
た
ち
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
彼
ら
は
将
来
す
べ
て
に
お
い
て
で
な
く
と
も
、
何
ら
か
の
仕
方
で
あ
な
た
を
写
し
出
し
、
再
現
し
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
完
成
す
る
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
が
た
と
え
グ
レ
ー
ベ
ル
家
の
婿
や
義
理
の
兄
に
な
ら
ず
と
も
、
グ
レ
ー
ベ
ル
家
の
友
人
に
な
る
こ
と
が
あ
な
た
自
身
と
あ
な
た
の
魂
を
元
気
づ
け
ま
す
。
有
力
な
家
族
と
言
え
る
私
た
ち
の
グ
レ
ー
ベ
ル
家
の
友
人
に
な
ろ
う
と
あ
な
た
は
欲
し
て
い
ま
す
。
不
幸
な
運
命
が
邪
魔
し
て
、
家
族
や
姉
の
婿
に
な
る
こ
と
を
許
さ
な
く
と
も
、
あ
な
た
は
友
人
で
あ
り
、
友
人
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ず
っ
と
以
前
か
ら
す
べ
て
を
負
う
て
き
た
あ
な
た
に
、
今
は
生
命
力
も
負
う
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
に
残
し
て
き
た
私
の
書
物
の
蓄
え
を
、
あ
な
た
は
あ
な
た
の
も
の
と
一
緒
に
ス
イ
ス
ま
で
お
く
っ
て
下
さ
る
と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
い
な
る
寵
愛
で
私
を
満
た
し
て
、（
あ
な
た
が
言
う
）
兄
弟
ら
し
い
、
そ
し
て
（
あ
な
た
が
好
む
な
ら
ば
）
親
の
よ
う
な
好
意
を
私
に
対
し
て
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
上
、
最
も
甘
味
な
教
師
よ
、
あ
な
た
は
私
を
し
っ
か
り
と
励
ま
し
、
ま
た
、
こ
の
上
な
く
誠
実
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
違
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
私
が
故
国
を
離
れ
て
い
る
間
に
、
私
が
特
に
道
義
と
良
き
学
問
に
身
を
投
じ
る
よ
う
に
命
じ
、
愛
す
べ
き
両
親
の
元
へ
戻
っ
た
と
き
に
、
善
良
な
性
格
と
教
養
に
欠
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
長
の
年
月
こ
の
地
に
あ
っ
て
、
手
を
か
ら
に
し
て
帰
国
す
る
こ
と
は
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
」
と
い
う
イ
リ
ア
ス
の
言
葉
w
が
私
に
対
し
て
正
当
に
も
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
石
﹇
＝
真
剣
な
誓
約
﹈
に
よ
っ
て
努
力
し
、
不
断
の
努
力
を
欠
い
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
素
質
と
ミ
ュ
ー
ズ
の
神
々
が
（
そ
の
門
は
開
け
ら
れ
て
い
る
と
格
言
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
）、
哀
れ
で
、
取
る
に
足
り
な
い
こ
の
弱
者
を
見
捨
て
て
い
な
い
場
合
の
こ
と
で
す
が
。
あ
な
た
は
父
親
の
よ
う
に
良
く
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
父
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
よ
く
私
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
れ
た
か
ど
う
か
、
私
は
知
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
ま
ず
ク
ラ
カ
ウ
x
に
、
つ
い
で
、
学
識
者
を
求
め
る
な
ら
ば
、
パ
リ
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
あ
な
た
の
愛
す
る
ヴ
ィ
ー
ン
へ
向
か
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
間
神
々
が
あ
な
た
の
家
族
と
婚
約
者
と
を
無
事
に
保
護
し
、
ま
た
、
あ
な
た
を
無
傷
で
変
わ
る
こ
と
な
く
、
嫉
ま
ず
に
、
幸
せ
に
故
国
に
戻
る
よ
う
に
、
私
は
祈
り
ま
す
。
あ
な
た
は
ク
ラ
カ
ウ
と
ヴ
ィ
ー
ン
、
後
者
は
パ
ン
ノ
ニ
ア
﹇
オ
ー
ス
ト
リ
ア
﹈
の
、
前
者
は
サ
ル
マ
テ
ィ
ア
の
都
市
あ
る
い
は
主
都
で
す
が
、
前
者
に
は
兄
弟
と
姻
戚
の
た
め
に
訪
れ
、
後
者
に
は
学
識
者
と
あ
な
た
の
最
良
の
書
籍
と
図
書
館
の
た
め
に
再
訪
さ
れ
56
ま
す
。
そ
の
間
あ
な
た
の
コ
ン
ラ
ー
ト
は
ど
こ
で
も
決
し
て
あ
な
た
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
ま
た
、
あ
な
た
は
次
の
こ
と
を
約
束
下
さ
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
ヴ
ィ
ー
ン
の
私
の
友
人
た
ち
に
挨
拶
す
る
こ
と
を
必
ず
や
約
束
下
さ
り
、
そ
う
し
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
私
の
姉
妹
に
小
さ
な
贈
り
物
を
贈
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。
確
か
に
そ
れ
を
送
り
、
贈
っ
て
下
さ
れ
る
と
、
私
の
家
族
以
外
の
誰
も
そ
れ
ほ
ど
の
多
く
の
好
意
で
満
た
さ
れ
、
名
誉
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
そ
の
よ
う
に
振
る
舞
え
ば
、
全
能
の
神
と
も
っ
と
も
敬
虔
な
両
親
の
次
に
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
よ
り
以
上
に
愛
し
、
さ
ら
に
尊
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
を
私
は
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
誰
を
も
（
知
り
ま
せ
ん
）。
私
が
ま
だ
な
お
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
い
て
あ
な
た
の
黄
金
の
﹇
＝
立
派
な
﹈
手
紙
を
待
ち
受
け
て
い
る
と
き
に
、
真
心
を
こ
め
て
褒
め
ら
れ
る
べ
き
あ
な
た
の
『
作
詞
法
』
の
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
写
し
を
、
次
の
よ
う
な
条
件
で
あ
な
た
は
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
通
読
し
た
ら
、
と
言
う
よ
り
は
、
す
ぐ
に
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
か
ら
）
出
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
私
が
ざ
っ
と
目
を
通
し
た
ら
、
そ
れ
を
す
ば
ら
し
い
学
識
が
あ
り
、
誠
実
な
人
物
、
故
郷
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
輝
く
光
で
あ
る
ミ
コ
ニ
ウ
ス
に
贈
り
物
と
し
て
与
え
る
か
、
私
自
身
の
手
元
に
離
さ
な
い
で
置
い
て
お
く
か
す
る
、
と
言
う
条
件
で
。
私
は
そ
れ
を
手
元
に
置
い
て
お
き
ま
し
た
。
私
が
パ
リ
に
着
い
た
ら
、
絵
入
り
の
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
・
メ
ラ
の
書
物
と
一
緒
に
、
あ
な
た
の
学
識
の
豊
か
で
偉
大
な
証
拠
を
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
と
ビ
ュ
デ
に
差
し
出
せ
る
よ
う
に
と
い
う
、
ミ
コ
ニ
ウ
ス
自
身
の
意
見
で
そ
う
し
ま
し
た
。
ク
ロ
エ
ス
ス
y
の
高
価
な
贈
り
物
と
で
も
交
換
し
た
く
な
い
あ
な
た
の
手
紙
に
返
事
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
は
私
の
境
遇
状
態
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
の
も
と
に
滞
在
し
、
彼
の
会
食
仲
間
、
生
徒
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
風
に
彼
が
設
置
し
た
元
老
院
に
お
い
て
私
は
ス
キ
ピ
オ
二
世
z
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
グ
レ
ー
ベ
ル
は
カ
ト
ー
三
世+
、
つ
ま
り
、
監
察
官
に
選
び
出
さ
れ
ま
し
た
,
。
レ
オ
ポ
ル
ト
が
い
か
に
陽
気
な
顔
つ
き
、
気
分
、
身
振
り
、
そ
れ
に
弁
舌
に
よ
っ
て
到
着
し
て
い
る
私
を
迎
え
て
く
れ
た
か
、
ま
た
、
以
前
に
憎
み
、
軽
蔑
し
て
い
た
あ
な
た
を
い
か
に
愛
し
、
尊
敬
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
学
術
の
桂
冠
を
あ
な
た
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
た
め
に
い
か
に
頑
張
っ
て
い
る
か
不
思
議
で
す
。
確
か
に
こ
の
闘
争
は
レ
オ
ポ
ル
ド
に
よ
っ
て
戦
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
雰
囲
気
が
変
化
し
、
ま
た
彼
の
気
持
ち
も
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
/
。
あ
な
た
が
何
を
し
て
下
さ
る
か
、
自
ら
望
ん
で
い
る
こ
と
を
充
分
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
下
さ
い
。
ヴ
ィ
ー
ン
に
戻
り
ま
し
た
ら
、
ク
リ
ヴ
ァ
ー
ヌ
ス
=
に
私
の
境
遇
を
明
か
し
、
充
分
に
ほ
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
同
様
に
、
私
が
彼
に
送
っ
た
ど
ん
な
手
紙
も
あ
な
た
に
見
せ
る
よ
う
に
言
っ
て
下
さ
い
。次
に
、
皇
帝
金
庫
の
財
務
官
か
ら
あ
る
金
が
私
に
与
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
ク
リ
ヴ
ァ
ー
ヌ
ス
が
使
え
る
よ
う
に
与
え
て
下
さ
い
。
と
も
か
く
彼
が
欲
す
る
な
ら
ば
、
彼
に
委
ね
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
彼
が
将
来
私
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
て
も
、
返
還
請
求
を
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
も
し
私
に
お
手
紙
を
下
さ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
こ
の
私
の
手
紙
を
コ
ピ
ー
す
る
よ
う
に
ク
リ
ヴ
ァ
ー
ヌ
ス
に
手
渡
し
て
下
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
あ
な
た
の
手
紙
に
ど
の
よ
う
に
応
答
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
あ
な
た
に
送
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
。
あ
な
た
の
こ
と
を
最
高
と
判
断
し
て
い
る
ス
イ
ス
の
人
、
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
栄
光
で
あ
る
ビ
ュ
デ
の
手
紙
を
お
受
け
取
り
下
さ
い
。
エ
ラ
ス
ム
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
偉
大
な
教
皇
ユ
リ
ウ
ス
二
世
の
対
話
―
こ
れ
を
除
け
ば
こ
れ
ま
で
パ
リ
に
は
何
も
新
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
―
を
ク
リ
ヴ
ァ
ー
ヌ
ス
に
送
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
手
紙
と
私
が
贈
る
対
話
が
配
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
も
し
イ
ェ
ル
ク
・
ヘ
デ
ィ
ン
ガ
ー
A
が
あ
な
た
の
と
こ
ろ
へ
来
た
な
ら
ば
、
治
療
の
スイス人文主義の一側面
57
手
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
厭
が
ら
な
い
で
下
さ
い
。
癒
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
、
あ
な
た
の
援
助
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。
で
き
る
限
り
し
ば
し
ば
私
に
手
紙
を
下
さ
い
。
あ
な
た
が
何
を
諫
め
る
の
か
、
確
か
な
こ
と
を
返
答
し
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
短
い
手
紙
で
は
な
く
。
私
の
名
に
お
い
て
あ
な
た
の
両
親
に
、
そ
し
て
ま
た
、
お
身
体
に
、
つ
ま
り
、
あ
な
た
に
従
っ
て
い
る
影
と
し
て
の
私
を
褒
め
称
え
る
市
民
た
ち
に
、
特
に
司
祭
た
ち
に
、
あ
な
た
の
姉
妹
兄
弟
に
、
私
の
兄
弟
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
エ
ッ
ク
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
パ
リ
に
て
。
私
の
書
斎
か
ら
。
処
女
の
誕
生
よ
り
一
五
一
八
年
の
一
〇
月
二
六
日
。ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
レ
ー
ベ
ル
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
足
﹇
＝
弟
子
﹈
よ
り
。
ど
こ
か
ら
見
て
も
人
間
的
で
、
学
識
が
あ
り
、
健
全
な
人
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
へ
。
皇
帝
に
よ
っ
て
桂
冠
を
与
え
ら
れ
た
詩
人
、
弁
舌
家
、
卓
越
し
た
医
師
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
グ
レ
ー
ベ
ル
の
先
生
で
、
か
つ
比
類
な
き
友
人
へ
。
表
の
宛
名
き
わ
め
て
学
識
が
高
く
健
全
な
人
物
、
医
師
、
月
桂
冠
で
飾
ら
れ
た
詩
人
で
あ
る
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
、
私
の
格
段
に
愛
す
べ
き
先
生
へ
。
【
註
】
（
１
）
H
u
ldreich
Z
w
in
glis
säm
tliche
W
erke.
hg.
E
m
il
E
gli,
G
eorg
F
insler,
W
alther
K
öhler
u.a.,
Zürich
1905ff.
B
d.7,
S.62-65.
H
arder,
Sou
rces.,
pp.55-
57.
（
２
）
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
こ
の
手
紙
は
現
存
し
て
い
な
い
。
オ
ス
カ
ー
・
フ
ァ
ル
ナ
ー
は
文
通
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
に
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
（V
gl.F
arn-
er,
O
skar,
Zw
inglis
E
ntw
icklung
zum
R
eform
ator
nach
seinem
B
riefw
ech-
selbis
E
nde
1522,in
:Z
w
in
glian
a,B
d.2,S.35
）。
（
３
）
C
opiaecornu,
C
ornucopia
＝
豊
饒
の
角
、
あ
る
い
は
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
の
角
と
い
う
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
い
て
、
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
と
は
ゼ
ウ
ス
に
ヤ
ギ
の
乳
を
与
え
、
育
て
た
ニ
ン
フ
。
ゼ
ウ
ス
が
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
に
与
え
た
ヤ
ギ
の
角
を
い
う
。
絵
・
彫
刻
な
ど
で
は
、
角
か
ら
花
や
果
物
な
ど
が
あ
ふ
れ
様
子
で
表
現
さ
れ
、
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
。
（
４
）
あ
り
得
な
い
ほ
ど
珍
し
い
、
貴
重
な
も
の
の
喩
え
。
（
５
）
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
知
的
活
動
を
つ
か
さ
ど
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
九
人
の
女
神
た
ち
。
カ
リ
オ
ペ
ー
（
叙
事
詩
）、
エ
ウ
テ
ル
ペ
（
音
楽
）、
エ
ラ
ト
（
叙
情
詩
）
メ
ル
ポ
メ
ネ
（
悲
劇
）、
ク
リ
オ
（
歴
史
）、
テ
ル
プ
シ
コ
レ
（
合
唱
や
舞
踊
）、
ウ
ラ
ニ
ア
（
天
文
学
）、
タ
レ
イ
ア
（
牧
歌
と
喜
劇
）、
ポ
リ
ュ
ヒ
ュ
ム
ニ
ア
（
音
楽
と
舞
踏
）
を
一
般
に
は
指
す
。
（
６
）
英
訳
の
註
は
、
グ
レ
ー
ベ
ル
の
古
い
学
問
体
系
へ
の
批
判
を
こ
こ
に
読
み
と
っ
て
い
る
（V
gl.
H
arder,
Sou
rces.,
p.579,
note
12
）。
榊
原
氏
はgenius
を
気
持
ち
で
は
な
く
才
能
と
解
釈
し
、
グ
レ
ー
ベ
ル
が
自
ら
の
菲
才
を
へ
り
く
だ
っ
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
（『
グ
レ
ー
ベ
ル
』
四
五
頁
）。
（
７
）
ス
イ
ス
の
近
隣
諸
国
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
国
王
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
、
ロ
ー
マ
教
皇
は
ス
イ
ス
の
青
年
に
奨
学
金
を
提
供
し
、
高
等
教
育
の
機
会
を
与
え
て
い
た
。
ス
イ
ス
傭
兵
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ス
イ
ス
の
有
力
者
に
与
え
ら
れ
て
い
た
年
金
に
共
通
す
る
性
格
を
持
っ
て
た
。
傭
兵
・
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
森
田
安
一
「
ス
イ
ス
傭
兵
制
と
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
」
堀
米
庸
三
編
『
西
洋
中
世
世
界
の
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
四
三
一
―
四
五
二
頁
参
照
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
は
一
五
一
八
年
に
教
皇
か
ら
ピ
サ
留
学
の
た
め
の
四
人
分
の
奨
学
金
を
獲
得
し
た
が
、
そ
れ
に
は
た
だ
ち
に
二
〇
人
の
応
募
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
な
か
に
グ
レ
ー
ベ
ル
も
い
た
が
彼
は
奨
学
金
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
五
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
二
人
が
パ
リ
に
派
遣
さ
れ
た
（Z
SW
.
B
d.7,
S.63,
A
nm
.3
）
（
８
）
「
医
者
に
な
る
こ
と
に
の
み
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
」
の
意
。
（
９
）
紀
元
後
一
世
紀
皇
帝
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
時
代
に
活
躍
し
た
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
の
地
誌
学
者
。
ス
ペ
イ
ン
に
生
ま
れ
た
こ
と
以
外
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
の
『
世
界
地
誌
』
は
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
『
博
物
誌
』
を
除
く
と
、
古
典
ラ
テ
ン
語
の
唯
一
の
地
誌
書
で
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
も
高
く
評
価
し
て
い
る
。
一
四
七
一
年
ミ
ラ
ノ
で
初
め
て
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
出
版
が
優
れ
た
本
格
的
な
も
の
と
見
な
さ
58
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
版
は
初
版
は
ウ
ィ
ー
ン
（
一
五
一
八
年
五
月
）、
再
版
は
バ
ー
ゼ
ル
（
一
五
二
二
年
）、
第
三
版
は
パ
リ
（
一
五
三
〇
年
）
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
（
10
）
ア
ル
ド
ゥ
ス
・
マ
ヌ
テ
ィ
ウ
ス
（
一
四
五
〇
―
一
五
一
五
）
が
創
立
し
た
ア
ル
ド
ゥ
ス
出
版
社
は
こ
の
時
代
の
も
っ
と
も
著
名
な
印
刷
業
者
で
あ
っ
た
。
（
11
）
ヤ
ー
コ
ブ
・
ヴ
ィ
ン
プ
フ
ェ
リ
ン
グJakob
W
im
pheling
（1450-1526
）
は
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
シ
ュ
レ
ッ
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
生
ま
れ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
学
び
、
後
に
同
大
学
教
授
（
一
四
九
八
―
一
五
〇
一
年
）
に
な
っ
た
人
文
主
義
者
。『
キ
リ
ス
ト
教
界
の
平
和
の
た
め
と
、
ス
イ
ス
人
が
正
気
に
立
ち
戻
る
た
め
の
独
白
』（
一
五
一
〇
年
）。『
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』（
一
五
〇
一
年
）
を
著
し
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
が
一
度
た
り
と
も
フ
ラ
ン
ス
に
属
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
愛
国
主
義
的
人
文
主
義
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ト
ー
マ
ス
・
ム
ル
ナ
ー
は
『
新
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
を
著
し
、
反
論
し
て
い
る
（
ム
ル
ナ
ー
に
つ
い
て
は
森
田
『
ル
タ
ー
の
首
引
き
猫
』
の
第
五
章
を
参
照
）。
『
独
白
』
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦
争
（
一
四
九
九
年
）
に
勝
利
し
て
事
実
上
独
立
し
て
い
た
ス
イ
ス
を
ふ
た
た
び
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
統
合
さ
せ
よ
う
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
グ
レ
ー
ベ
ル
の
ス
イ
ス
愛
国
主
義
的
立
場
が
見
ら
れ
る
。
（
12
）
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
印
刷
業
者
・
学
者
（
13
）
Johann
C
am
ers
（1458-c.1546
）
は
イ
タ
リ
ア
の
カ
メ
ル
テ
ィ
ー
ノ
に
生
ま
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
古
典
研
究
の
指
導
的
教
授
で
、
一
五
一
八
年
に
プ
リ
ニ
ウ
ス
『
博
物
誌
』
の
索
引
を
出
版
し
て
い
る
。
（
14
）
G
aius
P
linius
Secundus
（23/24-79
）
は
北
イ
タ
リ
ア
の
コ
ー
モ
（
現
ス
イ
ス
国
境
）
に
生
ま
れ
、『
博
物
誌
』
全
三
八
巻
を
刊
行
し
た
。
（
15
）
G
eo
rg
C
o
llim
itiu
s
（1482-1535
）、
ド
イ
ツ
名
を
タ
ン
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
（Tannstetter
）
と
い
う
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
数
学
と
天
文
学
の
教
授
。
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
と
は
大
変
親
し
い
同
僚
で
、
彼
の
あ
と
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
総
長
と
な
っ
た
。
一
五
一
八
―
一
九
年
に
は
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
侍
医
を
務
め
た
。
ま
た
、
彼
の
占
星
術
の
書
も
著
名
で
あ
る
（V
gl.Stuhlhofer,F
ranz,H
u
m
an
ism
u
s
zw
ischen
H
of
u
n
d
U
n
iversität.
G
eorg
Tan
n
stetter
(C
ollim
itiu
s)
u
n
d
sein
w
is-
sen
schaftliches
U
m
feld
des
frü
hen
16.Jahrhu
n
derts.W
ien,1996
）。
（
16
）
Johannes
Leopold
G
rebel
（ca.1496-1543
）
は
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
レ
ー
ベ
ル
の
再
従
兄
弟
に
な
る
（
系
図
参
照
）。
ウ
ィ
ー
ン
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ー
ゼ
ル
、
パ
リ
で
も
両
者
は
一
緒
に
留
学
し
て
学
ぶ
。
（
17
）
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
縁
者
。
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
も
と
で
学
び
、
後
に
宗
教
改
革
の
熱
心
な
支
持
者
と
な
る
。
（
18
）
モ
ー
ザ
ー
も
両
グ
レ
ー
ベ
ル
の
共
通
の
友
人
で
、
バ
ー
ゼ
ル
、
ウ
ィ
ー
ン
で
と
も
に
学
ぶ
。
（
19
）
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
は
一
五
〇
六
―
一
六
年
ま
で
グ
ラ
ー
ル
ス
で
司
牧
の
仕
事
を
し
た
あ
と
、
ア
イ
ン
ジ
ー
デ
ル
ン
修
道
院
の
司
牧
司
祭
と
な
る
。
当
地
で
二
年
間
活
躍
し
た
あ
と
、
一
五
一
九
年
一
月
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
司
牧
司
祭
と
な
る
。
（
20
）
Vadian
ische
B
reifsam
m
lu
n
g
der
Stadtbibliothek
St.G
allen
,
hrsg.
von
E
m
ilA
rbenz
und
H
erm
ann
W
artm
ann,B
de.I-V
II,St.G
allen
1888-1905,B
d.II,
A
nhang,N
achtrag
N
r.2,S.462-3:H
arder,Sou
rces.,N
o.2,pp.60-61.
（
21
）
こ
れ
ら
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
人
物
か
ま
っ
た
く
不
明
。
（
22
）
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
北
西
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ
る
温
泉
地
バ
ー
デ
ン
を
指
す
。
（
23
）
長
姉
の
バ
ル
バ
ラ
（
系
図
参
照
）
（
24
）
ス
イ
ス
傭
兵
を
教
皇
庁
の
た
め
に
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
の
時
期
に
二
人
の
枢
機
卿
が
教
皇
大
使
と
し
て
ス
イ
ス
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
一
五
一
七
年
ま
で
マ
テ
ー
ウ
ス
・
シ
ー
ナ
ー
、
そ
れ
以
降
ア
ン
ト
ニ
オ
・
プ
ッ
チ
ウ
ス
だ
が
、
シ
ー
ナ
ー
も
一
五
一
九
年
ま
で
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
居
住
し
て
お
り
、
彼
ら
の
楽
師
が
手
紙
を
運
ぶ
役
割
を
し
た
可
能
性
は
高
い
。
（
25
）
マ
ル
タ
（
系
図
参
照
）、
の
ち
に
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
と
結
婚
す
る
。
（
26
）
オ
テ
ィ
リ
ア
と
カ
ト
リ
ー
ヌ
は
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
姉
妹
。
（
27
）
H
u
ldreich
Z
w
in
glis
säm
tliche
W
erke,
B
d.V
II,
N
r.39,
S.38-39;
H
arder,
Sou
rces.,N
o.3,p.63-64.
（
28
）
残
存
し
て
い
な
い
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
手
紙
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
29
）
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
は
実
際
に
約
束
通
り
八
月
四
日
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
来
て
い
る
。
（
30
）
O
sw
ald
M
yconius
（1488-1552
）
は
ル
ツ
ェ
ル
ン
出
身
で
、
本
名
は
ガ
イ
ス
ヒ
ュ
ス
ラ
ー
と
い
っ
た
。
ミ
コ
ニ
ウ
ス
の
名
は
エ
ラ
ス
ム
ス
の
命
名
と
い
わ
れ
る
。
一
五
一
〇
―
一
四
年
の
あ
い
だ
バ
ー
ゼ
ル
大
学
に
学
ぶ
。
そ
の
地
で
エ
ラ
ス
ム
ス
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
ら
と
交
わ
る
。
し
ば
ら
く
バ
ー
ゼ
ル
に
留
ま
っ
た
あ
と
、
一
五
一
六
―
一
九
年
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
聖
堂
学
校
の
教
師
と
な
る
。
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
を
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
招
聘
す
る
に
当
た
り
尽
力
す
る
。
そ
の
後
故
郷
ル
ツ
スイス人文主義の一側面
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ェ
ル
ン
の
教
師
と
な
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
に
留
ま
れ
ず
、
再
び
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
戻
り
、
今
度
は
フ
ラ
ウ
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
聖
堂
学
校
教
師
と
な
り
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
が
一
五
三
一
年
に
戦
死
す
る
ま
で
こ
の
地
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
後
バ
ー
ゼ
ル
に
戻
り
、
エ
コ
ラ
ン
パ
デ
ィ
ウ
ス
を
継
い
で
、
宗
教
改
革
を
推
進
し
た
。
グ
レ
ー
ベ
ル
は
ミ
コ
ニ
ウ
ス
宛
に
九
通
の
手
紙
を
残
し
て
い
る
。
彼
は
最
初
の
『
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
伝
』
の
著
者
で
あ
る
。
（
31
）
Vadian
ische
B
reifsam
m
lu
n
g.,
B
d.II,
A
nhang,
N
achtrag
N
r.135,
S.202-
203:H
arder,Sou
rces.,N
o.4,pp.67-68.
（
32
）
バ
ル
バ
ラ
、
グ
レ
ー
ベ
ル
家
の
系
図
参
照
。
（
33
）
グ
レ
ー
ベ
ル
の
病
気
は
梅
毒
が
疑
わ
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
Lichdi
は
多
発
性
関
節
炎
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（Lichdi,G
rebel.,S.22
）。
（
34
）
チ
ュ
ー
リ
ヒ
と
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
の
中
間
地
点
に
あ
る
小
都
市
エ
ル
ク
（E
lgg
）
で
あ
ろ
う
。
（
35
）
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
グ
レ
ー
ベ
ル
の
先
生
の
一
人
。
（
36
）
Vadian
ische
B
reifsam
m
lu
n
g.,
B
d.II,
A
nhang,
N
achtrag
N
r.136,
S.204-
207:H
arder,Sou
rces.,N
o.5,pp.70-74.
（
37
）
こ
の
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
手
紙
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
文
面
か
ら
明
ら
か
に
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
は
グ
レ
ー
ベ
ル
を
兄
弟
と
呼
び
か
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
（
38
）
「
長
い
手
紙
で
」
の
意
（
39
）
沈
黙
・
秘
密
を
司
る
エ
ジ
プ
ト
の
神
（
40
）
苦
難
・
沈
黙
を
司
る
ギ
リ
シ
ア
の
女
神
（
41
）
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
弟
子
た
ち
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
教
え
に
つ
い
て
沈
黙
す
る
こ
と
を
誓
約
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
（
42
）
G
uillaum
e
B
ude
（1468-1540
）
パ
リ
大
学
の
指
導
的
な
ギ
リ
シ
ア
研
究
者
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
神
学
部
の
迫
害
に
抗
し
て
、
今
日
の
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
基
礎
を
築
い
た
。
グ
レ
ー
ベ
ル
が
ビ
ュ
デ
の
講
義
に
列
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
。
（
43
）
ホ
メ
ロ
ス
、
松
平
千
秋
訳
『
イ
リ
ア
ス
』（
上
）
岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
年
、
五
七
頁
参
照
。
（
44
）
ク
ラ
カ
ウ
大
学
は
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部
に
あ
る
が
、
当
時
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
版
図
内
に
あ
っ
た
。
人
文
主
義
研
究
の
中
心
地
で
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
は
一
五
〇
一
―
〇
二
年
に
当
地
で
学
ん
で
い
る
。
一
五
一
八
―
一
九
年
の
冬
に
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
は
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。
（
45
）
ク
エ
ロ
ス
ス
は
紀
元
前
六
世
紀
の
リ
デ
ィ
ア
国
王
。
豊
か
な
国
王
と
し
て
格
言
的
に
使
わ
れ
る
名
前
。
（
46
）
Scipio
A
fricanus
M
inor
（B
C
185-129
）
は
第
３
次
ポ
エ
ニ
戦
争
（B
C
149-146
）
で
、
カ
ル
タ
ゴ
を
破
壊
し
、
ロ
ー
マ
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
軍
事
的
英
雄
。
多
く
の
文
化
人
を
周
辺
に
集
め
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
・
思
想
の
普
及
に
貢
献
し
た
。
（
47
）
C
ato
U
ticensis
（B
C
95-46
）
は
ロ
ー
マ
の
共
和
政
的
伝
統
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
、
カ
エ
サ
ル
派
と
対
峙
。
後
に
自
殺
し
た
。
（
48
）
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
は
自
ら
の
学
寮
を
古
代
ロ
ー
マ
の
政
治
体
制
に
模
し
て
経
営
し
た
。
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
会
話
も
ラ
テ
ン
語
を
使
用
し
、
財
務
官
も
任
命
し
て
、
学
寮
の
会
計
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
パ
リ
時
代
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ー
ゼ
ル
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
時
代
も
同
様
で
あ
っ
た
（V
gl.
Stüssi,
F
elix,
Lehrer
und
E
rzieher,
in
:
O
rtm
useum
M
ollis
(H
rsg.),
D
er
H
u
m
an
ist
H
ein
rich
L
oriti
gen
an
n
t
G
larean
1488-1563.G
larus
1983,S.45
）。
（
49
）
レ
オ
ポ
ル
ト
は
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
時
代
に
反
目
が
あ
っ
て
、
グ
レ
ー
ベ
ル
よ
り
先
の
パ
リ
に
来
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
（
50
）
ド
イ
ツ
語
名
はR
udolph
C
ollin
（1500-1578
）。
バ
ー
ゼ
ル
で
グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
、
ウ
ィ
ー
ン
で
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
の
も
と
で
学
び
、
一
五
二
〇
―
二
一
年
に
は
ミ
ラ
ノ
で
も
学
ん
だ
人
文
主
義
者
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
神
学
学
校
の
ギ
リ
シ
ア
語
教
授
と
な
り
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
も
と
で
活
躍
し
た
。
ブ
リ
ン
ガ
ー
、
ゲ
ス
ナ
ー
、
フ
ェ
ル
ミ
グ
リ
ら
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
改
革
者
・
文
化
人
の
の
追
悼
演
説
を
し
て
い
る
。
（
51
）
Jörg
H
edinger
は
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
レ
ー
ベ
ル
の
従
者
で
、
コ
ン
ラ
ー
ト
の
パ
リ
行
き
に
同
行
し
た
。
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